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第
33
回
　
上
林
暁
文
学
館
企
画
展

　
　『
文
壇
・
作
家
論
』

　
「
上
林
の
作
品
は
地
味
で
暗
い
」
と
い
う
人
が
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ

ろ
う
か
？

　

そ
う
い
う
疑
問
を
持
っ
た
と
き
、「
そ
れ
で
は
、
上
林
暁
と
い
う
郷
土
の
作

家
は
、
文
壇
の
中
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
き
た
の
か
。
日
本
人
で
あ
れ

ば
、文
学
に
あ
ま
り
関
心
の
な
い
人
に
も
知
ら
れ
る
三
島
由
紀
夫
、川
端
康
成
、

宮
本
輝
、
井
伏
鱒
二
な
ど
の
文
豪
は
、「
上
林
文
学
」
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
た
の
か
を
紹
介
し
な
が
ら
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
上
林
暁
と
は
全
く
異
な
る
タ
イ
プ
で
洞
察
力
の
鋭
い
三
島
由
紀

夫
は
、「
上
林
氏
は
、
ハ
イ
カ
ラ
な
、
あ
る
ひ
は
ハ
イ
カ
ラ
好
み
の
作
家
」
だ

と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
文
学
を
国
際
的
に
紹
介
し
て
き
た
ド
ナ

ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
も
三
島
と
同
じ
く
、「
上
林
暁
の
作
品
の
中
で
、
最
も
美
し

い
も
の
は
恐
ら
く
『
野
』
で
あ
る
。
と
言
い
ま
す
。

三島由紀夫（写真：日本近代文学館）
（小説家）
1925（大正14）年 - 1970（昭和45）年
著作品：『仮面の告白』『潮騒』『金閣寺』

等』海の饒豊『』国憂『』家の子鏡『        

（

みしま　ゆきお

「
野
」
は
今
度
読
み
返
し
て
み
て
、

　
傑
作
と
呼
ぶ
に
躊
躇
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
島
由
紀
夫
「
作
家
論
」

主催：上林暁文学館/〒789-1931　高知県幡多郡黒潮町入野6931-3　大方あかつき館内

       ☎　0880-43-2110/fax:0880-43-0222/E-mail:akatsuki25@iwk.ne.jp

と　き：2020年1月11日（土）-３月３１日（火）
ところ：大方あかつき館２F　上林暁文学館　
　　　 　　　（休館日 : 木曜日 ・ 祝日 ・ 館内整理日）

　 　　　　 ※館内整理日 ： 1/24〜1/27 ・ 2/2８ ・ 3/2７「
文
士
」
と
い
う
言
葉
が

通
用
し
た
時
代
、
私
小
説

家
の
上
林
暁
は
、
文
壇
で

ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て

い
た
の
か
。

ま
た
、
上
林
暁
は
文
壇
を

ど
の
よ
う
な
目
で
見
つ
め

て
い
た
の
か
。

文壇・作家論
第 33 回　上林暁文学館企画展

（会期）2020.1.7 〜 2020.3.31
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宮
本
　
輝
　（
小
説
家
）

著
作
品
：『
泥
の
河
』『
螢
川
』『
道
頓
堀
川
』

『
流
転
の
海
』『
ド
ナ
ウ
の
旅
人
』『
彗
星
物

語
』　
等

※

19
47
（
昭
和
22
）
年
 -
 　

み
や
も
と
　
て
る

来
歴
：
芥
川
賞
受
賞

川
端
　
康
成
　（
小
説
家
）

18
99
（
明
治
32
）
年
 -
 1
97
2（
昭
和
47
）
年

著
作
品
：『
伊
豆
の
踊
子
』『
抒
情
歌
』『
禽
獣
』

　
　
　
　『
雪
国
』『
千
羽
鶴
』『
山
の
音
』『
眠

　
　
　
　
れ
る
美
女
』『
古
都
』　
等

来
歴
：
日
本
人
初
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞

か
わ
ば
た
　
や
す
なり



            ― 

三
浦
　
哲
郎
（
小
説
家
）

19
31
（
昭
和
６
）
年
 -
 2
01
0（
平
成
22
）
年

著
：
作
品
：『
忍
ぶ
川
』『
繭
子
ひ
と
り
』『
ユ
タ

と
ふ
し
ぎ
な
仲
間
た
ち
』『
お
ろ
お
ろ
草
紙
』

『
少
年
讃
歌
』　
等

来
歴
：
芥
川
賞
受
賞
・
芥
川
賞
選
考
委
員

み
う
ら
　
 　
て
つ
お

井
伏
　
鱒
二
　（
小
説
家
）（
写
真
：
日
本
近
代
文
学
館
）

※
手
前
は
太
宰
　
治

18
98
（
明
治
31
）
年
 -
 1
99
3（
平
成
5）
年

著
作
品
：『
ジ
ョ
ン
萬
次
郎
漂
流
記
』『
黒
い
雨
』

『
本
日
休
診
』『
早
稲
田
の
森
』『
駅
前
旅
館
』　
等

" "

い
ぶ
せ
　
　
ま
す
じ

来
歴
：
直
木
賞
受
賞
・
文
化
勲
章
受
賞



大
原
　
富
枝
（
小
説
家
）

19
12
（
大
正
元
）
年
 -
 2
00
0
（
平
成
12
）
年

著
作
品
：「
婉
と
い
う
女
」「
於
雪
－
土
佐
一
條
家
の

崩
壊
」
「
ベ
ン
ガ
ル
の
憂
愁
」
 等

お
お
は
ら
　
 と
み
え

来
歴
：
高
知
県
本
山
町
出
身
・
芸
術
院
会
員

伊
藤
　
整
（
小
説
家
）（

写
真
：
日
本
近
代
文
学
館
）

19
05
（
明
治
38
）
年
） 
- 
19
69
（
昭
和
44
）
年

著
作
品
：『
得
能
五
郎
の
生
活
と
意
見
』『
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人

の
恋
人
』『
氾
濫
』『
変
容
』『
日
本
文
壇
史
』　
等

い
と
う
　
　
せ
い

来
歴
：
菊
池
寛
賞
受
賞
・
日
本
芸
術
院
会
員



田
宮
　
虎
彦
(小
説
家
）※
左
側
右
は
上
林

19
11
（
明
治
44
）
年
 -
 1
98
8（
昭
和
63
）
年

代
表
作
品
：
『
霧
の
中
』
『
落
城
』
『
足
摺
岬
』

『
菊
坂
』
『
絵
本
』
『
銀
心
中
』
　
等

た
み
や
　
  と
ら
ひ
こ

来
歴
：
毎
日
出
版
文
化
賞
受
賞

尾
崎
　
一
雄
 （
小
説
家
）

著
作
品
：
『
暢
気
眼
鏡
』
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』

『
す
み
っ
こ
』『
ま
ぼ
ろ
し
の
記
』『
虫
も
樹
も
』
 等

18
99
（
明
治
32
）
年
 -
 1
98
3（
昭
和
58
）
年

お
さ
き
　
　
か
ず
お

来
歴
：
芥
川
賞
受
賞
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目
　

次

（
講
師
）
吉
村
　
 稠
　
先
生
　
　

車
谷
長
吉
著
書
『
文
士
の
魂
』

下



（
講
師
）
吉
村
　
 稠
　
先
生
　
　

車
谷
長
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著
書
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文
士
の
魂
』

下
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大
方
あ
か
つ
き
館

上
林
暁
文
学
の
ふ
る
さ
と

32
第

号

　

小
学
一
年
の
部
の
「
か
ん
な
ち
ゃ
ん
が
う
ち
に
帰
っ
て

き
た
」　

は
、「
久
し
ぶ
り
に
こ
ん
な
い
い
作
品
を
読
ん

だ
」
と
審
査
員
を
唸
ら
せ
ま
し
た
。
小
さ
く
生
ま
れ
た
妹

の
か
ん
な
ち
ゃ
ん
の
成
長
や
、
作
者
と
暖
か
い
家
族
の
雰

囲
気
が
と
て
も
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

小
学
二
年
の
部
の
「
だ
い
き
く
ん
と
の
わ
く
わ
く
サ
ン

デ
ー
」
は
、タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
と
て
も
楽
し
い
作
品
で
す
。

仲
良
し
二
人
の
元
気
な
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。

　

小
学
三
年
の
部
の
「
さ
よ
う
な
ら
」
は
、モ
ン
シ
ロ
チ
ョ

ウ
の
と
て
も
詳
し
い
観
察
記
録
、「
ニ
ュ
ー
た
ん
」「
緑
く
ん
」

と
名
前
を
つ
け
た
の
で
、
最
後
に
飛
び
立
つ
別
れ
が
切
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
気
持
ち
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

小
学
四
年
の
部
の
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
」
は
、

少
し
体
調
を
崩
し
て
、
元
気
が
な
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
心

配
し
て
い
る
作
者
の
優
し
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

小
学
五
年
の
部
の
「
受
け
つ
ぎ
た
い　

黒
砂
糖
作
り
」

は
、
黒
潮
町
の
特
産
品
「
黒
砂
糖
」
の
魅
力
と
生
産
の
大

変
さ
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。
作
者
自
身
が
経
験
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
に
書
け
る
の
で
し
ょ
う
。
町
に

と
っ
て
は
大
変
頼
も
し
い
内
容
で
し
た
。

　

小
学
六
年
の
部
の
「
百
人
一
首
大
会
」
は
、
校
内
の
百

人
一
首
大
会
の
熱
戦
や
緊
張
感
が
、
ま
る
で
実
況
中
継
を

聞
く
よ
う
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
最
後
ま
で
「
勝
ち
た

い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

中
学
二
年
の
部「
両
国
の
か
け
橋
に
」は
、町
に
伝
わ
る「
朝

鮮
国
女
の
墓
」
の
話
や
、
韓
国
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験

な
ど
を
通
し
て
、
今
は
な
ん
と
な
く
し
っ
く
り
い
っ
て
い

な
い
日
本
と
韓
国
の
交
流
の
将
来
を
考
え
る
秀
作
で
し
た
。

　

第
30
回
あ
か
つ
き
賞
表
彰
式
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
」
対
策
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
審
査
の

結
果
、
次
の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
一
年
の
部　
　

矢
野　

愛
梨
（
田
ノ
口
小
学
校
）

　
（
題
名
）　
「
か
ん
な
ち
ゃ
ん
が
う
ち
に
帰
っ
て
き
た
」

（
指
導
教
員
）
平
林
美
和
子

小
学
二
年
の
部　
　

松
本　

悠
生
（
田
ノ
口
小
学
校
）

　
（
題
名
）「
だ
い
き
く
ん
と
の
わ
く
わ
く
サ
ン
デ
ー
」

　
（
指
導
教
員
）
平
林
美
和
子

小
学
三
年
の
部　
　

今
西　

遥
斗
（
拳
ノ
川
小
学
校
）

　
（
題
名
）　
「
さ
よ
う
な
ら
」（

指
導
教
員
）
山
本　

千
代

小
学
四
年
の
部　
　

森　
　

凛
花
（
拳
ノ
川
小
学
校
）

　
（
題
名
）　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
」

（
指
導
教
員
）
山
本　

千
代

小
学
五
年
の
部　
　

秋
田　

陽
向
（
田
ノ
口
小
学
校
）

　
（
題
名
）　
「
受
け
つ
ぎ
た
い
　
黒
砂
糖
作
り
」

（
指
導
教
員
）
曽
根　

健
介

小
学
六
年
の
部　

 

宮
上　

祥
鳳
（
三
浦
小
学
校
）

　
（
題
名
）　
「
百
人
一
首
大
会
」（

指
導
教
員
）
秋
田　

喜
俊

中
学
二
年
の
部　
　

浜
田　

佳
和
（
佐
賀
中
学
校
）

　
（
題
名
）　
「
両
国
の
か
け
橋
に
」

（
指
導
教
員
）
中
野　

耕
造

　

徳
広
巌
城
か
ら
上
林
暁
に
変
わ
り
、
そ
の
後
も
苦
難
の

創
作
活
動
を
続
け
、
日
本
近
代
文
学
史
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
上
林
暁
は
、
そ
の
時
々
に
、
ど
の
よ
う
な
人
と
交

流
し
、
刺
激
を
受
け
、
あ
る
い
は
与
え
、
そ
し
て
支
え
支

え
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

彼
が
残
し
た
数
々
の
書
簡
か
ら
、
作
品
の
中
で
は
見
え

な
い
部
分
に
迫
っ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

日　

時
：
２
０
２
０
年

　
　
　
　

４
月
10
日
（
金
）
か
ら
６
月
30
日
（
火
）

会　

場
：
大
方
あ
か
つ
き
館
二
階

　
　
　
　
「
上
林
暁
文
学
館
」　

そ
の
他
：
入
場
無
料

■
第
34
回
上
林
暁
文
学
館
企
画
展

　「
拝
啓
　
上
林
　
暁
　
様
」

第
30
回
あ
か
つ
き
賞
入
賞
者
決
ま
る

審
査
寸
評

 

主催：上林暁文学館

〒789-1931　高知県幡多郡
黒潮町入野6931-3　

　　　　　　大方あかつき館内

☎　0880-43-2110
fax:0880-43-0222
E-mail:akatsuki25@iwk.ne.jp

と　き：2020年４月1０日（金）-６月３０日（火）
ところ：大方あかつき館２F　上林暁文学館　
　　　（文学館休館日 : 木曜日・ 4/24 ・ 4/29 ・ 5/29 ・６/26）


